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一
'
は
じ
め
に

明
の
万
暦
三
十
l
年
(
1
六
〇
三
)
へ
金
陵
の
佳
麗
書
林
か
ら
『
征
播
奏
捷
伝

B通
俗
演
義
』
(
以
下
.
『
征
播
奏
捷
伝
』
と
表
記
)
と
い
う
小
説
が
刊
行
さ
れ
た
。

(
2
)

棲
真
斎
名
衝
逸
狂
こ
と
玄
真
子
な
る
者
に
よ
-
編
ま
れ
た
こ
の
作
品
は
'
万
暦

s
乃

二
十
八
年
(
一
六
〇
〇
)
に
官
軍
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
播
州
の
「
楊
応
龍
の

】
a

乱
」
を
題
材
に
あ
つ
か
う
。
こ
の
小
説
は
'
全
六
巻
百
回
の
紙
幅
を
と
り
、
南

C
D

京
刊
の
小
説
に
特
徴
的
な
徽
派
の
精
微
な
双
面
連
式
の
大
図
を
三
十
一
枚
も
含

む
大
部
な
作
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乱
の
収
束
よ
-
わ
ず
か
三
年
と
い

う
短
期
間
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
き
な
特
徴
と
す
る
。

つ
ま
-
『
征
播

奏
捷
伝
』
は
'
三
年
前
の
出
来
事
と
い
う
時
事
題
材
を
扱
う
時
事
小
説
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

明
末
の
天
啓
、
崇
禎
年
間
に
か
け
て
、
後
金
の
遼
東
侵
入
、
白
蓮
教
の
叛
乱
、

貌
忠
賢
の
悪
行
、
遼
東
戦
争
な
ど
の
時
事
題
材
を
あ
つ
か
う
小
説
が
、
題
材
と

す
る
事
態
の
収
束
か
ら
早
い
も
の
で
数
カ
月
へ
遅
い
も
の
で
も
二
年
と
い
う
短

(
6
一

い
時
間
差
で
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
が
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
'
こ
う
し
た
一
連
の

時
事
小
説
の
な
か
で
も
現
存
最
古
の
作
品
と
い
う
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
。

で
は
、
天
啓
、
崇
禎
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
諸
時
事
小
説
に
先
駆
け
て
、
な
ぜ

万
暦
後
期
と
い
う
時
期
に
「
楊
応
龍
の
乱
」
を
題
材
と
し
た
時
事
小
説
が
生
ま

れ
た
の
か
。乱
の
平
定
か
ら
三
年
と
い
う
早
さ
で
こ
の
小
説
が
刊
行
さ
れ
た
背

景
に
は
、
万
暦
後
期
の
如
何
な
る
社
会
'
時
代
、
文
化
背
景
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
速
成
を
可

能
に
し
た
編
集
方
法
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

本
稿
で
は
『
征
播
奏
捷
伝
』
に
関
わ
る
以
上
の
諸
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ひ
い
て
は
明
末
と
い
う
時
期
に
'
時
事
小
説
が
大
量
に
産
出
さ
れ
た
と
い

う
事
象
の
う
ら
に
ひ
そ
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
〓
痛
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
へ
　
「
楊
応
龍
の
乱
」
に
関
す
る
記
述
と
作
品

ま
ず
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
題
材
に
と
る
「
楊
応
龍
の
乱
」
の
流
れ
を
簡
単
に

見
て
み
る
。

時
事
小
説
『
征
措
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
　
-
　
も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



唐
代
よ
り
四
川
と
貴
州
を
結
ぶ
要
害
の
地
、
播
州
を
根
拠
地
と
す
る
楊
氏
は
、

歴
代
王
朝
か
ら
播
州
〓
帯
の
支
配
権
を
委
ね
ら
れ
て
き
た
有
力
土
司
の
家
柄
で

あ
っ
た
。明
の
隆
慶
六
年
(
一
五
七
二
)
、
楊
応
龍
は
宣
慰
債
の
職
を
継
ぐ
と
、

勢
力
拡
大
を
目
論
み
在
地
勢
力
と
敵
対
関
係
と
な
-
'
弾
劾
に
あ
う
。

応
龍
は

こ
れ
を
契
機
に
治
下
の
百
族
を
率
い
、
明
朝
に
反
旗
を
翻
し
た
(
万
暦
二
十
四

年
(
一
五
九
六
)
頃
)
0

当
初
明
朝
の
対
応
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
万

暦
二
十
七
年
(
一
五
九
九
)
よ
-
'
李
化
龍
や
郭
子
章
を
起
用
し
本
格
的
な
鎮

圧
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
よ
-
、
翌
万
暦
二
十
八
年
(
一
六
〇
〇
)
六
月
、
海

龍
国
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
楊
応
龍
は
自
在
を
L
t
こ
こ
に
乱
は
終
結
し
た
。

こ

れ
が
「
楊
応
龍
の
乱
」
の
大
ま
か
な
経
緯
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
播
州
を
騒
が
せ
た
「
楊
応
龍
の
乱
」
に
対

す
る
当
時
の
人
々
の
関
心
は
薄
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
み
え
、
「
楊
応
龍
の
乱
」

と
い
う
「
時
事
」
に
つ
い
て
述
べ
る
書
物
が
、
乱
の
平
定
直
後
か
ら
次
々
と
出

現
し
蝣
;
r

中
で
も
一
番
多
-
見
ら
れ
る
の
が
ヘ
ヤ
は
-
乱
の
討
伐
参
加
者
や
そ
の
周
囲

の
人
物
が
'
乱
の
経
過
を
纏
め
た
「
実
録
」
的
な
も
の
で
あ
る
。

書
物
の
形
で

現
存
す
る
も
の
で
は
'
万
暦
二
十
八
年
以
降
の
鎮
圧
軍
の
詳
細
な
軍
行
を
時
系

列
に
並
べ
て
記
述
し
た
無
名
氏
『
平
播
日
録
』
(
万
暦
二
十
八
年
十
月
の
後
記
あ

(
3

-
)
、
鎮
圧
軍
の
統
帥
で
あ
る
李
化
龍
が
上
奏
や
軍
令
を
集
め
た
『
平
播
全
書
』

(
J
・
,

十
五
巻
(
万
暦
二
十
九
年
序
)
、
万
暦
中
の
諸
兵
乱
と
な
ら
ん
で
楊
応
龍
の
乱

oの
経
過
を
記
す
諸
葛
元
声
『
両
朝
平
摸
録
』
巻
五
(
万
暦
三
十
四
年
序
)
な
ど

が
あ
る
。ま

た
へ
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
五
四
「
雑
史
類
布
目
三
」
に
は
、
李
化

龍
と
と
も
に
鎮
圧
軍
を
統
帥
し
た
貴
州
巡
撫
の
郭
子
章
の
『
平
播
始
末
』
二
巻
が
、

(
1
0
)

『
千
頃
堂
書
目
』
巻
五
「
別
史
類
」
に
は
、
こ
の
郭
子
章
の
『
平
播
始
末
』
に
並

ん
で
、
監
軍
按
察
債
と
し
て
従
軍
し
た
楊
寅
秋
の
『
平
播
録
』
五
巻
へ
四
川
左

布
政
の
職
に
あ
り
従
軍
者
と
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
程
正
誼
の
『
播
酋

a
)
」
2

始
事
』
'
錘
奇
の
『
播
事
述
』
一
巻
な
ど
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
平
定
に
関
す
る
複

数
の
供
書
の
題
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
供
書
の
内
容
は
不
明
で
あ

る
が
'
と
も
に
へ
書
目
の
「
雑
史
」
や
「
別
史
」
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
や
は
-
「
実
録
」
的
な
性
格
を
も
つ
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
へ
従
軍
者
か
そ
の
近
者
の
手
に
な
る
事
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
成
立
年
代
も
'

乱
の
平
定
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
差
の
あ
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
乱
の
平
定
直
後
よ
り
「
実
録
」
的
性
格
を
も
つ
書
が
次
々
と

上
梓
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
'
こ
う
し
た
「
実
録
」
書
の
一
で
あ
る
郭
子
章
『
平

播
始
末
』
に
つ
い
て
記
し
た
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
五
四
「
雑
史
類
春
日
三
」

に
'
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

-
高
暦
間
、
播
州
宣
慰
便
楊
療
龍
叛
、
(
郭
)
子
章
方
巡
撫
貴
州
、
被
命
輿

李
化
龍
同
討
平
之
。
化
龍
有
『
平
播
全
書
』
へ
備
録
前
後
進
勤
機
宜
。

子
章
亦

嘗
有
『
賢
記
』
頗
載
其
事
。

晩
年
退
休
家
居
へ
聞
〓
l
武
弁
造
作
平
話
へ
左

裡
化
龍
、
飾
張
功
績
、
多
釆
事
賓
(
晩
年
に
官
職
を
退
い
て
家
居
し
て
い
た
お
り
、

一
'
二
の
武
将
が
つ
-
つ
た
「
平
話
」
を
耳
に
し
た
が
'
そ
の
内
容
は
李
化
龍
に
左
祖

し
、
功
績
を
誇
張
し
て
お
り
'
事
実
と
大
き
-
釆
離
す
る
も
の
で
あ
っ
た
)
O
乃
倣
紀



事
本
末
之
例
、
以
諸
奏
疏
稽
加
詮
次
、
復
鵠
此
書
、
以
研
其
誰
。

(
カ
ッ
コ
内

訳
、
補
注
お
よ
び
傍
線
へ
松
浦
。以
下
同
じ
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
郭
子
章
は
晩
年
に
、
数
人
の
武
将
が
つ
-
つ
た
「
平
話
」

を
聞
-
事
が
あ
-
へ
そ
の
内
容
が
鎮
圧
軍
の
総
帥
で
あ
る
李
化
龍
に
左
祖
し
て

功
績
を
飾
-
立
て
へ
事
実
と
轟
離
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
「
平
話
」
の
内
容

い
つ
わ
り

の
「
誕
」
で
あ
る
こ
と
を
告
発
す
る
た
め
に
へ
紀
事
本
末
体
に
の
っ
と
り
『
平

(
1
3
)

播
始
末
』
を
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

郭
子
章
の
卒
年
は
万
暦
四
十
六
年

(
一
六
一
八
)
で
あ
る
た
め
へ
こ
の
「
平
話
」
は
少
な
-
と
も
万
暦
四
十
年
代
の

始
め
、
早
け
れ
ば
万
暦
三
十
年
代
に
出
来
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
活
の
愈
樋
『
九
九
錆
夏
録
』
巻
一
二
は
、
『
四
庫
全
書
総
日
』
の
こ
の

記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
述
べ
て
か
ら
、
「
こ
こ
か
ら
、
明
大
が
楊
応
龍
の
乱
と

2い
う
「
時
事
」
を
「
平
話
」
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
実
録
」
的
な
軍
令
・
上
奏
文
集
や
'
雑

史
、
別
史
な
ど
が
多
-
上
梓
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、
乱
の
平
定
ま
で
の
過
程
を
、

武
将
の
功
績
を
虚
飾
し
て
伝
え
る
「
平
話
」
の
よ
う
な
娯
楽
作
品
が
生
み
出
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
当
時
へ
こ
う
し
た
劇

的
な
潤
色
を
加
え
て
へ
武
将
の
功
績
を
称
賛
す
る
娯
楽
作
品
は
'
こ
の
「
平
話
」

以
外
に
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
の
沈
徳
符
『
顧
曲
雑
言
』
「
張
伯
起
伝
奇
」
の
項
に
は
、

功
大
将
楚
人
李
麿
祥
者
へ
求
作
倍
音
、
以
移
其
勲
(
播
州
平
定
に
あ
た
-
功
績
を
挙

げ
た
大
将
で
、
楚
人
の
李
応
禅
と
い
う
者
は
、
張
鳳
翼
に
求
め
て
伝
奇
を
作
ら
せ
'
自
分

の
勲
章
を
誇
張
さ
せ
た
)
。潤
筆
稽
溢
、
不
免
過
於
張
大
似
多
、
此
一
段
蛇
足
。

其

曲
今
亦
不
行
。
-

張
伯
起
(
張
鳳
翼
)
少
年
作
『
紅
梯
記
』
。

-
(
中
略
)
-
暮
年
、
値
播
事
奏

と
の
記
述
が
あ
-
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
平
定
に
功
績
の
あ
っ
た
貴
州
総
兵
官
の
李

(
2
)

応
禅
が
'
自
己
の
功
績
を
宣
伝
せ
ん
が
た
め
へ
晩
年
の
張
鳳
翼
に
托
し
て
「
伝

奇
」
を
作
ら
せ
、
そ
の
内
容
は
潤
色
が
多
-
、
大
い
に
誇
張
さ
れ
て
い
た
t
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
へ
『
伝
奇
嚢
考
標
目
』
の
「
張
鳳
翼
」
の
項
に
並
べ
ら

れ
る
作
品
名
の
中
に
、
『
平
播
』
伝
奇
と
い
う
題
目
が
み
え
へ
そ
の
後
ろ
に
「
練

兵
李
庵
祥
厚
種
求
へ
事
頗
不
宴
(
総
兵
の
李
応
禅
は
摩
礼
を
も
っ
て
張
鳳
翼
に
伝
奇
を

作
る
こ
と
を
求
め
、
そ
の
内
容
は
事
実
と
頗
る
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
)
。
」
と
い
う
解

説
が
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

張
鳳
翼
の
卒
年
は
万
暦
四
十

(
1
6
)

一
年
(
一
六
一
三
)
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
へ
こ
の
『
平
播
』
伝
奇
は
万
暦
三
十

年
代
に
は
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
は
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
万

暦
三
十
1
年
に
作
ら
れ
て
い
た
時
期
と
ち
ょ
う
ど
符
合
す
る
。

こ
こ
で
再
度
「
楊
応
龍
の
乱
」
と
い
う
「
時
事
」
に
関
す
る
書
物
や
作
品
出

現
の
流
れ
を
大
ま
か
に
整
理
す
る
と
、
-
ま
ず
、
乱
の
平
定
直
後
か
ら
、
「
実

録
」
的
な
書
物
が
次
々
と
上
梓
さ
れ
'
そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
、
郭
子
章
が
耳
に

し
た
「
平
話
」
や
'
李
応
禅
が
張
鳳
翼
に
作
ら
せ
た
『
平
播
』
伝
奇
と
い
っ
た
、

「
実
録
」
的
内
容
に
劇
的
な
潤
色
を
加
え
た
娯
楽
作
品
が
相
次
い
で
作
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
虚
構
性
に
反
発
し
て
'
郭
子
章
の
『
平
播
始
末
』
の
よ
う
な

時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
-
も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



「
実
録
」
的
な
史
書
が
再
び
登
場
し
て
-
る
-
、
と
い
う
緩
や
か
な
流
れ
が

存
在
し
て
い
た
と
読
み
と
れ
よ
う
。

そ
し
て
'
こ
う
し
た
流
れ
が
存
在
す
る
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
「
平
話
」
や

『
平
播
』
伝
奇
が
世
に
で
た
時
期
が
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
と

ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
ま
ず
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
引
言
と
木
記
に
記
さ
れ
る
'
編
集
方
法
を

見
て
み
る
と
、
引
言
に
は
'

之
易
暁
也
(
道
聴
子
は
聞
い
た
-
見
た
-
し
た
事
の
顛
末
を
記
し
、
一
晩
の
書
に
ま
と
め
、

坊
中
で
刊
行
し
た
。本
書
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
『
平
播
事
暑
』
と
道
聴
子
刊
行
の
書
の
二

書
が
述
べ
る
事
跡
を
巧
み
に
合
わ
せ
、
そ
の
内
容
を
敷
桁
L
t
通
俗
化
し
て
名
前
を
つ
け
、

人
々
に
分
か
-
や
す
-
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
)
0

-
玄
真
子
性
敏
好
学
、
-
(
中
略
)
I
t
筆
下
偶
出
〃
庚
子
征
播
酋
楊
雁
龍
事

跡
始
末
″
、
輯
成
一
映
、
額
日
『
征
播
奏
捷
博
』
へ
屠
予
(
九
l
屠
主
人
)
序
。

予
公
徐
港
間
へ
観
其
言
事
論
者
へ
皆
有
根
由
、
書
跡
悉
同
■
萄
院
誉
刊
『
平
播

尊
者
』
、
並
秋
淵
野
人
『
平
西
凱
歌
』
、
道
聴
山
人
『
平
播
集
』
等
書
中
来
(
玄
真

子
の
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
述
べ
る
内
容
や
論
旨
を
見
る
に
'
皆
基
づ
-
所
が
あ
り
、
歴
史

的
事
実
は
み
な
■
萄
院
発
刊
の
『
平
播
事
暑
』
や
、
秋
淵
野
人
の
『
乎
西
凱
歌
』
、
道
聴
山

人
の
『
平
播
集
』
等
の
書
籍
の
中
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
)
0

-
(
■
文
字
は
判
読
不
能
へ

「
西
」
字
か
)

と
あ
-
、
ま
た
書
末
に
付
さ
れ
た
木
記
に
は

西
萄
省
院
刊
有
『
平
播
事
暑
』
(
西
萄
省
院
刊
行
の
も
の
に
『
平
播
事
暑
』
が
あ
っ
た
)
、

備
載
勅
奏
文
表
へ
風
示
天
下
。

道
聴
子
紀
其
耳
聡
日
曜
事
之
顛
末
、
積
成
l
株
へ

梓
行
坊
中
。

侯
因
合
一
一
書
之
所
述
事
蹟
'
敷
演
其
義
、
而
以
通
俗
命
名
、
令
人

・
i
j
a
C
る
。

以
上
の
記
述
に
よ
れ
ば
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
成
書
の
際
に
『
平
播
事
暑
』
や

『
平
播
集
』
『
平
西
凱
歌
』
と
い
っ
た
書
物
を
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
書
物
は
侠
書
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
詳
細
な
内
容
は
判
じ
か
ね

る
が
、
西
萄
省
院
発
行
の
『
平
播
事
暑
』
は
'
「
勅
奏
文
表
」
を
記
載
し
て
い
る

こ
と
や
官
板
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
'
李
化
龍
『
平
播
全
書
』
と
同
様
の
性
格

sを
も
つ
書
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
道
聴
山
人
こ
と
道
聴
子
の
坊
刻
本
『
平
播
集
』

は
、
引
言
と
木
記
の
記
述
か
ら
、
先
に
挙
げ
た
「
実
録
」
的
性
格
を
も
つ
雑
史

に
類
す
る
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
、
先

行
す
る
「
実
録
」
的
書
物
の
事
跡
を
基
本
的
な
骨
格
と
し
へ
そ
こ
に
劇
的
な
潤

2
)

色
を
加
え
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
へ
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
'
「
平
話
」
や
『
平
播
』
伝
奇
が
「
実
録
」
的

書
物
に
少
し
遅
れ
て
登
場
し
て
き
た
の
と
同
じ
流
れ
の
中
か
ら
出
現
し
た
小
説

で
あ
っ
た
と
い
う
事
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
'
「
楊
応
龍
の
乱
」
の
直
後
か
ら
、
こ
の
兵
変
に
関
す
る
数
多
-
の
「
実

録
」
的
書
物
が
出
現
し
'
そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
「
平
話
」
や
『
平
播
』
伝
奇
、

『
征
播
奏
捷
伝
』
の
よ
う
な
潤
色
が
施
さ
れ
た
娯
楽
作
品
が
出
現
し
た
と
い
う
'



い
わ
ば
「
楊
応
龍
の
乱
」
と
い
う
「
時
事
」
に
対
す
る
旺
盛
な
関
心
と
へ
そ
の

「
時
事
」
に
対
す
る
活
発
な
る
「
言
論
化
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
が
生
じ
た
背
後

に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ひ
そ
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
へ
　
「
時
事
」
と
「
楊
応
龍
の
乱
」
　
に
対
す
る
関
心

「
楊
応
龍
の
乱
」
は
'
万
暦
二
十
年
(
一
五
九
二
)
の
寧
夏
ポ
パ
イ
の
乱
、
万

暦
二
十
年
へ
二
十
五
年
(
一
五
九
七
)
と
二
次
に
わ
た
る
朝
鮮
の
役
と
と
も
に
、

「
万
暦
の
三
大
征
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

時
お
-
L
も
万
暦
中
後
期
、
明
朝
の
財
政
は
宮
廷
で
行
わ
れ
て
い
た
奪
移
生

活
に
よ
-
逼
迫
し
て
い
た
が
'
三
つ
の
兵
変
を
平
定
す
る
た
め
に
、
明
朝
は
、

一
八
〇
余
万
両
、
七
八
〇
余
万
両
へ
二
〇
〇
余
万
両
と
い
う
多
額
の
軍
事
費
の

(
1

9
)

支
出
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
。

更
に
、
万
暦
二
十
五
年
に
京
師
の
三
殿
が
焼
失
し

た
こ
と
に
よ
-
始
ま
っ
た
「
採
木
の
役
」
な
ど
も
重
な
り
へ
明
朝
の
歳
出
は
歳

入
を
は
る
か
に
超
え
へ
財
政
は
窮
乏
を
極
め
た
。

そ
こ
で
、
財
政
を
補
填
す
べ

-
提
言
さ
れ
た
の
が
'
鉱
山
の
開
発
と
商
税
の
増
徴
で
あ
-
'
万
暦
二
十
四
年

以
降
、
在
官
が
監
税
官
と
し
て
全
国
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
宵
宮
た

ち
は
'
開
鉱
や
商
税
を
名
目
に
、
無
頼
の
徒
を
用
い
て
民
財
を
収
奪
し
苛
放
課

求
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
に
よ
-
、
所
謂
「
鉱
税
の
害
」
が
各
地
に
ひ
ろ
ま
っ
て

い
A
.J

。

こ
う
し
た
在
官
達
に
よ
る
「
鉱
税
の
害
」
の
拡
大
に
対
し
、
万
暦
中
後
期
、

天
啓
へ
崇
禎
の
期
間
に
か
け
て
へ
各
地
で
こ
れ
に
抵
抗
す
る
民
変
が
多
発
し
た

こ
と
は
周
知
の
通
-
で
あ
る
。

試
み
に
へ
時
期
を
'
楊
応
龍
の
反
目
が
明
ら
か

に
な
っ
た
万
暦
二
十
五
年
以
降
か
ら
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
上
梓
さ
れ
た
万
暦
三

十
一
年
ま
で
に
絞
っ
て
み
て
も
、
1
万
暦
二
十
五
年
二
五
九
七
)
‥
瓜
州
'

万
暦
二
十
七
年
(
一
五
九
九
)
一
臨
清
、
儀
真
へ
万
暦
二
十
八
年
(
一
六
〇

〇
)
‥
通
州
、
広
東
へ
万
暦
二
十
九
年
(
l
六
〇
l
)
一
蘇
州
、
湘
淳
へ
宝
慶
、

裏
陽
へ
光
化
へ
万
暦
三
十
年
(
一
六
〇
二
)
‥
蘇
州
、
景
徳
鋲
、
上
鏡
、
万
暦

(
2
0
)

三
十
一
年
(
一
六
〇
三
)
‥
常
熟
へ
上
鏡
、
北
京
-
と
う
非
常
に
多
-
の
民

変
が
発
生
し
て
お
-
'
特
に
、
そ
の
発
生
地
点
の
大
半
が
江
南
を
中
心
と
し
た

南
方
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
'
万
暦
二
十
五
年
前
後
に
播
州
で
発
生
し
た
「
楊
応
龍
の
乱
」
が
'

万
暦
二
十
八
年
に
平
定
さ
れ
、
さ
ら
に
万
暦
三
十
1
年
に
乱
を
題
材
と
し
た
小

説
が
南
京
で
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
へ
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
刊
行
さ
れ
た
江

南
地
域
で
は
、
宜
官
や
'
酷
更
に
よ
-
も
た
ら
さ
れ
た
苛
烈
な
事
態
と
い
う

「
時
事
」
に
対
す
る
高
度
な
関
心
が
存
在
し
て
お
-
'
こ
う
し
た
「
時
事
」
に
敏

感
に
反
応
し
た
人
々
が
結
集
L
t
民
変
が
繰
-
返
さ
れ
る
と
い
う
騒
然
と
し
た

社
会
情
勢
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
へ
「
時
事
」
に
対
し
て
敏
感
で
あ
っ
た
当
時
の
江
南
の
人
々
が
、
「
楊

応
龍
の
乱
」
と
い
う
「
時
事
」
に
関
心
を
寄
せ
た
の
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
当

時
の
不
安
定
な
社
会
的
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
原
因
の
他
に
へ
も
う
一
つ
個

別
的
な
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
'
楊
応
龍
の
率
い
る
播
州
楊

氏
と
、
当
時
江
南
地
域
で
絶
大
な
る
人
気
を
誇
っ
て
い
た
「
楊
家
将
演
義
」
の

時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
　
-
　
も
う
L
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



山
西
大
原
の
楊
氏
が
族
譜
を
通
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

叛
乱
を
引
き

起
こ
し
た
楊
応
龍
は
、
「
楊
家
将
」
の
末
商
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
の

で
あ
る
。

明
初
の
宋
渡
の
記
し
た
「
楊
氏
家
伝
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
'
播
州
楊
氏
は
、

山
西
大
原
の
楊
氏
の
楊
端
が
唐
末
に
播
州
に
移
住
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
の
ち
、

五
代
日
の
楊
昭
に
後
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
再
び
大
原
楊
氏
の
楊
充
広
の

子
へ
貴
達
を
後
継
ぎ
と
し
て
迎
え
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
楊
充
広
こ
そ
が
'

「
楊
家
将
」
で
有
名
な
楊
業
の
孫
に
し
て
、
楊
延
昭
(
旧
名
は
延
郎
、
「
楊
家
将
」

の
楊
六
郎
)
の
子
供
で
あ
-
、
以
後
へ
播
州
楊
氏
の
長
は
楊
業
の
子
孫
が
世
襲

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
'
貴
達
の
孫
の
名
は
'
「
楊
家
将
」
で
活
躍
す
る

(
a
)

あ
の
楊
文
広
と
同
名
の
「
楊
文
広
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

播
州
の
楊
氏
が
、
「
楊
家
将
」
と
族
譜
を
通
じ
て
い
る
と
の
説
は
、
「
楊
応
龍

の
乱
」
以
前
か
ら
か
な
-
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。

王
世
貞
の
『
宛
委
徐
編
』

巻
六
で
は
「
市
巷
人
位
歌
稀
、
楊
業
之
子
日
楊
六
郎
延
昭
、
延
昭
之
子
宗
保
、

宗
保
之
子
文
庫
へ
征
南
陥
南
中
。

其
事
多
誕
岡
。

(
市
巷
の
人
の
但
歌
で
は
、
楊
業

の
子
は
楊
六
郎
延
昭
へ
延
昭
の
子
は
宗
保
も
宗
保
の
子
は
文
広
で
あ
る
と
言
い
'
文
広
は

征
南
し
て
南
方
で
陣
没
し
た
と
う
た
う
。こ
れ
は
酷
い
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
。

)
」
と
い
っ

て
'
王
世
貞
の
生
き
た
嘉
靖
当
時
の
「
但
歌
」
で
は
'
楊
文
広
が
征
南
し
て
陣

没
す
る
と
い
う
デ
タ
ラ
メ
が
唱
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
に
'

上
述
の
宋
渡
の
「
楊
氏
家
伝
」
の
記
事
を
引
い
て
'
播
州
の
楊
氏
と
'
「
楊
家
将
」

の
楊
氏
の
関
係
を
述
べ
へ
貴
運
の
孫
が
文
広
と
い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
な
が
ら
、
楊
文
広
が
「
南
中
に
陥
」
っ
た
と
い
う
話
が
、
こ
こ
か
ら
来
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
平
定
後
間
も
な
い
こ
ろ
に
鎮
圧
軍
統
帥
の
郭
子
章

よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
賢
記
』
巻
五
十
七
「
故
宣
慰
列
伝
・
播
州
楊
氏
」
に
も
、

『
宛
委
鎗
編
』
の
こ
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
お
-
、
播
州
の
楊
氏
と
山
西
楊
氏
の

∴
∵

関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
刊
行
さ

れ
た
前
後
の
時
期
、
郭
子
章
が
そ
の
関
係
を
論
に
持
ち
出
す
ほ
ど
、
楊
応
龍
ひ

き
い
る
播
州
楊
氏
が
「
楊
家
将
」
の
末
南
で
あ
る
と
の
説
が
広
汎
に
流
布
し
て

(
2
3
)

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
平
定
後
の
南
方
地
域
に
は
、
あ
の
「
楊
家
将
」

の
末
商
で
あ
る
楊
応
龍
が
引
き
起
こ
し
た
叛
乱
の
顛
末
を
知
-
た
い
、
と
い
う

高
い
関
心
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
そ
れ

が
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
に
関
す
る
一
群
の
「
実
録
」
的
書
物
や
創
作
作
品
を
登
場

さ
せ
る
一
つ
の
心
理
的
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ

し
て
実
際
、
そ
の
証
左
と
な
る
記
述
が
『
征
播
奏
捷
伝
』
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

『
征
播
奏
捷
伝
』
巻
二
第
十
七
-
八
回
に
は
、
明
朝
に
叛
逆
す
る
以
前
の
楊
応

龍
と
官
軍
の
劉
総
兵
が
と
も
に
へ
柳
州
城
で
叛
乱
を
お
こ
し
た
曹
倫
を
平
定
す

る
話
が
措
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
「
柳
州
城
」
と
い
う
語
に
対
し
て
'

「
宋
楊
文
麿
征
架
、
曾
陥
入
此
城
へ
後
得
妹
宜
娘
用
計
救
出
。

此
載
『
征
蛮
博
』

(
宋
の
楊
文
広
が
蛮
族
を
攻
略
し
た
時
、
曾
て
こ
の
城
で
危
機
に
陥
っ
た
。後に
妹
の
宜
娘

が
計
を
用
い
て
救
出
し
た
。こ
の
事
は
『
征
蛮
伝
』
に
載
っ
て
い
る
)
。
」
と
い
う
、
「
楊

家
将
」
に
関
す
る
注
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

楊
文
広
が
柳
川
城
に
お
い

て
宜
娘
に
放
出
さ
れ
る
話
は
、
万
暦
三
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
『
楊
家
府



世
代
忠
勇
通
俗
演
義
伝
』
巻
七
第
二
別
に
も
見
え
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
万
暦
三

十
一
年
に
成
立
し
た
当
時
、
巷
間
で
人
気
を
博
し
て
い
た
話
柄
で
あ
っ
た
と
考

(
2
4
〕

え
ら
れ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
播
州
楊
氏
の
楊
文
広
と
同
名
の
'
「
楊
家
将
」
楊

文
広
の
人
気
話
柄
を
作
中
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
、
楊
応
龍

が
「
楊
家
将
」
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
意
図
的
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し

て
い
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
騒
然
と
し
た
社
会
情
勢
を
背
景
に
「
時
事
」

へ
の
普
遍
的
な
関
心
の
高
さ
が
存
在
し
て
い
た
事
に
加
え
て
、
「
楊
家
将
」
の
末

商
に
対
す
る
個
別
的
な
関
心
が
存
在
し
た
こ
と
で
t
と
-
に
民
変
が
多
発
し
楊

家
将
人
気
の
高
い
江
南
地
域
に
お
い
て
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
と
い
う
「
時
事
」
に

対
し
て
人
々
が
も
つ
関
心
が
'
よ
-
凝
集
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
、
つ
。

そ
し
て
当
時
の
江
南
に
は
、
人
々
の
こ
う
し
た
「
時
事
」
に
対
す
る
旺
盛
な

関
心
を
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
よ
う
な
具
体
的
な
作
品
と
し
て
結
晶
さ
せ
へ
「
言

論
化
」
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
つ
の
背
景
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

そ
れ
は
,

と
く
に
明
末
の
民
変
に
お
い
て
、
不
特
定
多
数
の
人
間
を
結
集
さ
せ
煽
動
す
る

用
具
と
な
っ
た
、
多
種
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
宣
伝
活
動
で
あ
る
。

四
へ
　
「
時
事
」
　
の
言
論
化
と
大
衆
メ
デ
ィ
ア

明
末
に
多
発
し
た
民
変
に
関
し
て
は
、
た
び
た
び
そ
の
群
衆
行
動
の
熱
狂
性

1
8

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
熱
狂
性
の
も
と
に
、
不
特
定
多
数
の
人
々

時
事
小
説
『
征
摘
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
-

が
'
士
や
民
と
い
っ
た
縦
の
階
層
を
こ
え
て
'
水
平
方
向
に
拡
大
し
な
が
ら
広

汎
に
結
集
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

(
8

岸
本
美
緒
氏
は
「
明
末
清
初
の
地
方
社
会
と
「
世
論
」
」
に
お
い
て
、
明
末
民

変
の
形
態
的
特
徴
と
し
て
、
-
政
治
社
会
問
題
を
契
機
と
す
る
民
変
で
も
'

問
題
が
寅
官
へ
地
方
官
、
郷
紳
と
い
っ
た
地
方
社
会
の
顕
揚
人
物
の
徳
性
の
問

題
に
読
み
か
え
ら
れ
、
民
衆
は
そ
れ
を
、
善
あ
る
い
は
悪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

3
砺
E

結
晶
化
さ
せ
て
標
的
に
す
る
-
、
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

い
ま
、
岸
本
氏
の
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
な
ら
ば
へ
複
雑
な
要
素
の
ま

じ
っ
た
政
治
問
題
を
契
機
と
す
る
民
変
に
お
い
て
も
、
不
特
定
多
数
の
人
間
が

結
集
し
え
た
の
に
は
'
問
題
を
「
善
あ
る
い
は
悪
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
結
晶
化
」

さ
せ
、
標
的
を
単
純
化
さ
せ
た
事
に
一
因
が
あ
っ
た
と
把
振
で
き
よ
う
。

そ
し

て
へ
民
衆
の
脳
裏
で
行
わ
れ
る
こ
う
し
た
作
業
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
の
が
、
大
衆
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
戯
劇
や
俗
曲
と
い
っ
た
口
頭

芸
能
や
、
戯
劇
を
文
字
化
し
た
も
の
、
小
説
、
ビ
ラ
、
貼
-
紙
な
ど
の
出
版
印

刷
物
で
あ
る
。

例
え
ば
、
万
暦
二
十
一
年
(
一
五
九
三
)
に
お
き
た
「
松
江
知
府
李
多
見
留

任
運
動
」
で
は
、
ま
ず
好
事
者
が
「
保
留
文
樗
」
な
る
も
の
を
印
刷
し
各
処
に

は
り
、
そ
れ
を
受
け
て
三
県
の
士
民
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ラ
を
書
い
て
役
所
や

盛
-
場
な
ど
に
は
っ
た
。

こ
れ
に
よ
-
役
所
の
前
に
は
毎
日
一
万
あ
ま
り
の
群

衆
が
集
い
へ
李
多
兄
の
留
任
を
嘆
願
す
る
激
し
さ
は
軍
隊
が
出
動
す
る
ほ
ど
で

(
2
8
)

あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
万
暦
二
十
九
年
に
蘇
州
で
お
き
た
「
織
傭
の
変
」
は
、
宵
宮
孫
隆
と

も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



そ
の
部
下
黄
建
節
が
'
織
機
織
布
に
酷
税
を
課
そ
う
と
し
た
の
を
引
き
金
に
、

民
衆
が
黄
建
節
を
殺
し
へ
孫
・
黄
と
つ
う
じ
て
過
酷
な
収
税
を
お
こ
な
っ
て
い

た
郷
神
の
丁
元
復
の
邸
を
焼
き
は
ら
っ
た
事
件
で
あ
る
が
'
あ
る
読
書
人
は
こ

の
暴
動
を
戯
曲
化
し
て
「
蕉
扇
記
」
な
る
作
品
を
書
き
、
郷
紳
丁
元
復
を
訊
刺

(
2
9
)

し
た
と
い
う
。

(
8
)

さ
ら
に
'
万
暦
四
十
四
年
に
松
江
で
お
き
た
「
反
董
其
昌
民
変
」
は
、
生
員

陸
紹
芳
の
使
用
人
の
娘
を
'
郷
神
の
董
其
昌
が
強
奪
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る

が
へ
こ
の
事
件
は
ま
ず
好
事
者
が
『
黒
白
伝
』
な
る
章
回
小
説
を
成
し
、
さ
ら

(
3
1
)

に
『
醜
罵
曲
本
』
な
る
俗
曲
が
流
布
し
た
こ
と
に
よ
-
一
般
に
広
-
伝
わ
っ
た
。

こ
れ
に
怒
っ
た
董
其
昌
は
、
「
説
書
人
の
銭
二
」
を
捕
ら
え
へ
生
員
の
苑
瀬
の
名

を
犯
人
と
し
て
聞
き
出
し
こ
れ
を
喚
問
し
、
苑
は
死
ん
で
し
ま
う
。

そ
し
て
事

を
知
っ
た
人
々
が
憤
激
の
あ
ま
-
大
群
衆
と
な
っ
て
董
家
を
取
-
囲
み
、
事
態

は
焼
き
う
ち
ま
で
に
発
展
し
た
と
い
う
。

こ
の
大
群
衆
が
集
め
ら
れ
る
過
程
に

お
い
て
'
非
識
字
層
に
対
し
て
は
「
若
要
柴
米
強
、
先
殺
董
其
昌
(
た
き
ぎ
ゃ
米

が
十
分
に
欲
し
け
れ
ば
も
ま
ず
董
其
昌
を
殺
せ
)
」
と
い
う
謡
が
流
さ
れ
'
識
字
層
に

対
し
て
は
「
獣
寝
董
其
昌
へ
兵
撃
董
阻
常
」
と
い
う
が
貼
-
紙
が
は
-
出
さ
れ
'

さ
ら
に
客
商
や
娼
妓
へ
芸
人
、
船
頭
に
ま
で
も
ビ
ラ
が
配
ら
れ
、
「
反
董
其
昌
」

(
8
)

の
宣
伝
が
な
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
南
各
地
を
中
心
に
多
発
し
て
い
た
民
変
で
は
'
戯
劇
や
俗

曲
と
い
っ
た
口
頭
芸
能
や
'
ビ
ラ
、
貼
-
紙
、
小
説
な
ど
の
出
版
印
刷
物
と
い

っ
た
多
種
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
即
時
に
情
報
が
伝
わ
り
言
論
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。

と
-
わ
け
、
戯
劇
や
俗
曲
へ
小
説
な
ど
は
、
現
実
に
起
き
た
事

柄
を
、
劇
的
効
果
を
ね
ら
い
な
が
ら
娯
楽
化
し
て
伝
え
る
機
能
を
も
つ
こ
と
か

ら
'
人
心
を
煽
る
作
用
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
-
'
そ
れ
が
ゆ

え
に
へ
人
々
の
意
識
の
中
で
標
的
と
な
る
べ
き
対
象
が
純
化
さ
れ
や
す
-
な
り
、

民
変
は
熱
狂
性
を
お
び
拡
大
し
て
い
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
視
点
を
『
征
播
奏
捷
伝
』
成
立
の
背
景
に
も
ど
せ
ば
'
「
楊

応
龍
の
乱
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
へ
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
刊
行
さ
れ

た
江
南
地
域
に
は
'
「
時
事
」
に
即
応
L
t
メ
デ
ィ
ア
機
能
を
に
な
っ
た
戯
劇
や

小
説
な
ど
が
生
み
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
人
々
の
高
い
関
心
を
集
め
て
い
た
「
楊
応
龍
の
乱
」
と
い
う

「
時
事
」
を
扱
っ
た
「
平
話
」
や
『
平
播
』
伝
奇
、
そ
し
て
『
征
播
奏
捷
伝
』
も
'

当
時
江
南
に
地
域
に
存
在
し
た
多
種
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
「
時
事
」

を
言
論
化
し
情
報
伝
達
を
せ
ん
と
す
る
、
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
押
さ
れ
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。

実
際
へ
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
木
記
に
は
へ
こ
の
小
説
の
出
版
意
図
に
、
史
書
や

野
史
と
い
っ
た
「
実
録
」
書
を
敷
桁
、
通
俗
化
し
て
'
人
々
に
分
か
-
や
す

a「
楊
応
龍
の
乱
」
の
顛
末
を
知
ら
し
め
る
t
と
い
う
情
報
伝
達
の
意
図
と
'
「
彰

善
禅
悪
(
善
を
賞
揚
し
'
悪
を
打
倒
)
」
し
、
明
朝
の
国
威
を
塞
外
に
し
ら
し
め
'

二
度
と
「
土
酋
」
が
叛
逆
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
本
を
出
版
し
た
、
と
い
う
教

(
3
4
)

化
的
な
言
論
形
成
の
意
図
が
あ
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
万
暦
後
期
の
江
南
社
会
に
み
え
る
「
時
事
」
の
言
論
化
と
情

報
伝
達
を
求
め
る
う
ね
-
を
一
つ
の
大
き
な
背
景
と
し
て
出
現
し
た
『
征
播
奏



捷
伝
』
で
あ
る
が
、
そ
の
木
記
が
述
べ
る
よ
う
に
、
-
「
実
録
」
書
の
事
跡
を
通
俗

化
し
て
「
時
事
」
の
情
報
伝
達
を
実
現
す
る
、
つ
ま
り
今
の
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う

な
役
割
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
の
収
束
か
ら
い
か
に
早
-
こ

の
書
を
刊
行
し
て
人
々
に
提
供
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
-
る
。

そ
し
て
実
際

に
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
、
乱
の
収
束
後
三
年
と
い
う
短
期
間
で
の
編
集
出
版
を

実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
速
成
を
な
し
え
た
の
は
、
如
何
な
る
編
集
法
へ
構

成
法
に
支
え
ら
れ
て
の
事
だ
っ
た
の
か
。

句
へ
族
分
部
居
へ
刺
取
其
填
言
僻
事
へ
菅
叢
成
書
、
流
倍
達
適
。

(
陳
継
儒
は
江

南
地
方
の
貧
乏
儒
者
や
年
老
い
た
僧
侶
道
士
で
食
い
詰
め
た
も
の
を
雇
い
へ
章
節
や
語
句

を
取
り
出
さ
せ
、
そ
れ
を
分
類
し
、
些
細
な
話
や
珍
し
い
事
柄
な
ど
を
取
っ
て
き
て
、
そ

れ
ら
を
か
き
集
め
て
本
を
作
り
流
通
さ
せ
て
い
た
0)

五
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
　
の
編
集
方
法

『
征
播
奏
捷
伝
』
の
刊
行
さ
れ
た
万
暦
後
期
は
、
江
南
の
出
版
業
界
に
と
っ
て

1
つ
の
大
き
な
画
期
に
あ
た
る
。

明
中
期
の
嘉
靖
頃
か
ら
隆
盛
を
迎
え
た
中
国
の

出
版
活
動
は
、
万
暦
以
後
、
経
済
的
繁
栄
を
大
き
な
背
景
と
し
て
特
に
江
南
地
域

(
3
5
)

に
お
い
て
空
前
の
活
況
を
呈
L
t
書
物
の
流
通
量
も
格
段
に
増
加
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
万
暦
江
南
の
出
版
活
動
の
隆
盛
の
一
端
を
支
え
た
代
表
的
な
出
版

人
に
、
松
江
華
亭
の
陳
継
儒
(
一
五
五
八
-
一
六
三
九
)
と
い
う
人
物
が
い
た
。

そ
し
て
、
彼
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
記
し
た
銭
謙
益
の
『
列
朝
詩
集
』
丁
集
下

「
陳
徴
士
継
儒
」
に
は
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
と
っ
た
編
集
方
針
を
探
る
の
に
重

要
な
手
が
か
-
と
な
る
記
述
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
く
'

仲
醇
(
陳
継
儒
)
、
又
能
延
招
呉
逸
聞
窮
儒
老
宿
隠
約
飢
寒
者
、
便
之
尋
章
摘

陳
継
儒
が
'
江
南
の
貧
乏
読
書
人
に
、
色
々
な
書
物
の
文
章
を
切
-
貼
-
さ

せ
る
と
い
う
方
法
で
大
量
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
た
時
期
は
'
ち
ょ
う
ど
『
征

播
奏
捷
伝
』
が
出
版
さ
れ
た
万
暦
三
十
年
代
と
も
重
な
る
。

そ
し
て
万
暦
後
期

の
こ
の
時
期
に
か
つ
て
無
い
ほ
ど
大
量
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
事
を
鑑
み

れ
ば
'
こ
う
し
た
切
-
貼
と
い
う
方
法
を
用
い
て
安
価
か
つ
簡
単
に
書
物
を
達

成
し
て
い
た
の
は
、
恐
ら
-
陳
継
儒
だ
け
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

察
せ
ら
れ
よ
う
。

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
(
第
一
一
節
)
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
『
平
播
事
暑
』
『
平

播
集
』
な
ど
の
「
実
録
」
的
な
史
書
へ
野
史
の
事
跡
を
基
本
的
な
骨
格
と
し
、

そ
こ
に
劇
的
な
潤
色
を
加
え
て
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

そ
し
て
へ
『
征
播
奏
捷

伝
』
の
編
者
は
潤
色
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
陳
継
儒
の
用
い
た
切
-
貼
-
の
手

法
と
同
じ
-
、
『
水
薪
伝
』
、
『
英
烈
伝
』
、
『
西
遊
記
』
、
『
三
宝
太
監
西
洋
記
』
な

ど
の
諸
小
説
か
ら
、
物
語
の
情
景
描
写
を
行
う
詩
詞
・
餅
語
を
剰
窃
に
近
い
形

で
大
量
に
借
用
し
て
編
集
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
第
十
九
l
一
十
回
に
お
け
る
借
用
の
状
況
を
み
て

(
3
6
)

盟
B
B
B
a
i

こ
の
回
は
楊
応
龍
の
妾
の
田
玉
城
が
族
兄
の
田
禾
盛
と
密
通
し
た
上
に
、
正

時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
-
も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



妻
の
張
氏
に
密
通
の
濡
れ
衣
を
着
せ
て
'
張
氏
を
青
蓮
荘
へ
と
放
逐
す
る
ま
で

(
3
7
)

の
情
節
が
措
か
れ
て
い
る
。

妾
の
田
氏
の
密
通
疑
惑
は
『
両
朝
平
擾
録
』
な
ど

の
「
実
録
」
書
に
も
書
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
こ
の
「
史

実
」
を
敷
桁
、
通
俗
化
す
る
際
に
、
『
水
前
伝
』
第
二
十
四
回
に
描
か
れ
る
西
門

(
3
8
)

慶
と
播
全
蓮
の
逢
い
引
き
の
場
面
に
使
わ
れ
る
餅
語
を
以
下
の
よ
う
に
借
用
し

て
い
る
。

場
面
に
用
い
ら
れ
る
夕
景
描
写
の
騨
語
を
以
下
の
よ
う
に
借
用
し
、

『
征
播
』
‥
交
頚
鴛
奮
戯
水
、
並
頭
鷲
鳳
穿
花
。

喜
孜
孜
連
理
枝
生
、
美
甘
甘

同
心
帯
結
。鼎
殊
膏
緊
貼
、
把
粉
面
斜
億
.

羅
禄
高
挑
、
肩
腰
上
露
1
響
新
月
へ

金
細
倒
増
、
枕
頭
連
堆
一
朱
鳥
雲
。

恰
恰
鷺
聾
へ
不
離
耳
畔
。

津
津
甜
唾
へ
口

吐
舌
尖
。楊
柳
腰
脈
脈
春
濃
、
楼
桃
口
噺
呼
気
噛
。

星
眼
腰
瀧
へ
細
細
汗
流
香

王
朝
、
醇
胸
蕩
漂
、
滑
洞
露
滴
牡
丹
心
。

直
鏡
匹
配
婚
姻
趣
、
真
貫
倫
情
滋
味

・
=
l
K
j

『
水
前
』
一
交
頚
鴛
驚
戯
水
、
並
頭
鷲
鳳
穿
花
。

喜
孜
孜
連
理
枝
生
へ
美
甘
甘

同
心
帯
結
。終
末
膏
緊
姑
へ
把
粉
面
斜
億
。

羅
裸
高
挑
、
肩
牌
上
露
l
響
新
月
、

金
銀
倒
溜
'
枕
頭
連
堆
一
朱
鳥
雲
。

誓
海
盟
山
へ
持
弄
得
千
般
勝
旗
、
墓
雲
怯

雨
、
操
接
的
寓
種
妖
婦
。

恰
恰
驚
喜
へ
不
離
耳
畔
。

津
津
甜
唾
へ
笑
吐
舌
尖
。

楊
柳
腰
脈
脈
春
濃
、
楼
桃
口
呼
呼
気
職
。

星
眼
臆
瀧
、
用
紙
汗
流
香
玉
瀬
、
醇

胸
蕩
様
、
滑
滑
露
滴
牡
丹
心
。

直
鏡
匹
配
脊
姻
借
へ
真
書
倫
期
滋
味
美
。

『
征
播
』
‥
紅
輪
低
垂
、
玉
鏡
絡
明
。

造
観
樵
子
掃
乗
、
近
親
柴
門
半
掩
。

僧

投
古
寺
、
疎
林
穣
穣
鵠
飛
、
客
歓
孤
村
、
断
岸
吸
吸
犬
吠
。

佳
人
乗
燭
蹄
房
、

漁
人
収
縮
罷
釣
.
瑚
岬
乱
資
鳴
腐
草
、
紛
紛
楕
鷺
下
沙
汀
。

『
水
薪
』
‥
紅
輪
低
堕
へ
玉
鏡
牌
明
。

遥
観
樵
子
掃
東
へ
近
親
柴
門
半
掩
。

僧

投
古
寺
へ
疎
林
穣
穣
鴇
飛
'
客
透
孤
相
、
断
岸
吸
吸
犬
吠
。

佳
人
乗
燭
掃
房
へ

漁
父
収
縮
罷
釣
。
岬
岬
乱
資
鳴
腐
草
へ
紛
紛
宿
鷺
下
沙
汀
。

さ
ら
に
田
氏
に
陥
れ
ら
れ
て
青
蓮
荘
へ
放
逐
さ
れ
た
正
妻
張
氏
が
、
我
が
身
を

嘆
い
て
い
る
場
面
で
は
、
『
水
前
伝
』
第
三
回
で
'
肉
屋
の
都
の
妾
に
な
る
こ
と

を
嘆
き
泣
い
て
い
た
金
翠
蓮
が
、
魯
智
深
ら
の
前
に
登
場
し
た
時
に
使
わ
れ
た

餅
語
を
借
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
征
播
』
一
蛾
眉
緊
壁
へ
荘
江
浪
眼
落
珍
珠
、
粉
面
低
垂
、
細
細
香
肌
消
白
雪
0

若
非
両
病
雲
愁
'
定
是
懐
憂
積
恨
。

『
水
瀞
』
‥
蛾
眉
緊
壁
、
注
荘
浪
眼
落
珍
珠
へ
粉
画
低
垂
、
細
細
香
肌
消
玉
雪
0

若
非
雨
病
雲
愁
、
定
是
懐
憂
積
恨
。

ま
た
へ
田
氏
と
族
兄
が
密
通
に
及
ぶ
前
の
場
面
に
は
'
夕
闇
逼
る
外
の
情
景

描
写
を
行
う
た
め
に
へ
『
水
前
伝
』
第
八
回
で
、
林
沖
が
槍
州
道
に
流
配
さ
れ
る

こ
う
し
た
餅
語
や
詩
詞
の
借
用
数
は
、
『
水
帝
伝
』
か
ら
五
十
二
へ
『
英
烈
伝
』

か
ら
十
八
へ
『
西
遊
記
』
と
『
三
宝
太
監
西
洋
記
』
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
六
、
と
現

在
調
べ
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
も
合
計
で
八
十
二
と
い
う
数
に
上
っ
て
い
る
。



さ
ら
に
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
行
っ
た
借
用
は
、
詩
詞
餅
語
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。『
征
播
奏
捷
伝
』
第
五
～
六
回
に
見
え
る
「
張
真
人
叩
丹
陛
陳
情
」
の

(
8
)

挿
絵
は
'
『
英
烈
伝
』
第
三
巻
「
高
皇
帝
平
定
江
西
へ
花
雲
蓑
讐
全
節
義
」
中
の

挿
絵
を
'
ま
た
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
第
九
～
十
回
に
見
え
る
「
楊
鷹
龍
譜
鷲
鳳
佳

(
4

0
)

配
」
の
挿
絵
は
、
『
琵
琶
記
』
第
十
九
酌
「
強
就
鷲
鳳
」
中
の
挿
絵
を
、
そ
っ
く

り
引
き
写
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
-
の
ご
と
-
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
、
当
時
の
江
南
出
版
業
界
で
よ
-
用
い

ら
れ
て
い
た
切
り
貼
り
の
手
法
を
十
二
分
に
駆
使
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
-
か

つ
迅
速
な
編
集
刊
行
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。

そ
し
て
へ
速
成
を
実
現
し
た
『
征

播
奏
捷
伝
』
は
'
「
時
事
」
情
報
を
人
々
に
提
供
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
伝
達
の

役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
へ
　
お
わ
り
に

以
上
、
「
楊
応
龍
の
乱
」
が
起
き
た
万
暦
後
期
の
社
会
、
時
代
背
景
へ
そ
し
て

文
化
背
景
の
検
証
を
通
し
て
'
現
存
最
初
期
の
時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
'

乱
の
平
定
か
ら
三
年
と
い
う
短
期
間
で
刊
行
さ
れ
た
原
動
力
の
一
端
と
そ
の
意

味
つ
い
て
考
察
を
し
て
き
た
。

万
暦
後
期
と
い
う
時
代
は
、
明
清
の
王
朝
交
替
へ
と
向
か
う
秩
序
の
変
動
期

に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
時
代
で
あ
-
、
在
来
の
秩
序
崩
壊
の
兆
し
を
敏
感
に
感

じ
取
っ
た
人
々
が
発
す
る
不
安
感
が
社
会
を
包
み
は
じ
め
た
先
駆
け
の
時
代
で

あ
っ
た
。そ

の
た
め
へ
人
々
は
「
時
事
」
と
い
う
も
の
へ
旺
盛
な
関
心
を
示
し

時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
-

は
じ
め
、
そ
れ
が
l
面
で
'
江
南
地
域
を
中
心
に
多
発
す
る
民
変
と
い
う
形
で

表
出
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
こ
の
時
代
は
、
こ
う
し
た
不
安
感
を
抱
え
な
が
ら
も
、
江
南
地

域
を
中
心
に
経
済
が
曾
て
無
い
ほ
ど
の
繁
栄
を
見
せ
へ
そ
れ
を
一
つ
の
背
景
と

し
て
出
版
業
界
が
空
前
の
活
況
を
見
せ
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。そ
し
て
皮

肉
に
も
'
こ
う
し
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
は
他
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
と
供
に
「
時
事
」

の
言
論
化
や
情
報
伝
達
を
促
進
す
る
機
能
を
果
た
し
、
各
地
で
暴
発
し
た
民
変

を
煽
動
、
拡
大
さ
せ
る
用
具
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、
万
暦
後

期
に
生
じ
た
'
「
時
事
」
に
対
す
る
高
度
な
関
心
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
し
た
も

の
に
強
-
裏
付
け
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
だ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
楊
応
龍
の
乱
」
は
'
こ
の
よ
う
な
一
見
相
反
す
る
要
素
が
矛
盾
無
-
井
在
し
、

か
つ
循
環
し
た
奇
妙
な
時
代
に
発
生
し
た
。そ
れ
が
故
に
、
「
時
事
」
に
対
す
る

全
体
的
な
関
心
の
高
さ
と
い
う
土
台
の
上
に
、
「
楊
家
将
」
の
未
森
と
見
な
さ
れ

て
い
た
楊
応
龍
に
対
す
る
個
別
的
な
関
心
の
高
さ
が
加
わ
り
、
「
楊
応
龍
の
乱
」

と
い
う
「
時
事
」
へ
の
関
心
が
凝
集
さ
れ
た
。そ

れ
が
『
征
播
奏
捷
伝
』
と
い

う
作
品
を
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。そ
し
て
へ
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
'
当
時
の
出
版
業
界
で
よ
-
行
わ
れ
て
い

た
'
切
-
貼
-
編
集
と
い
う
書
物
の
速
成
法
を
用
い
る
事
で
、
乱
の
収
束
か
ら

三
年
と
い
う
短
期
間
で
の
刊
行
を
実
現
し
'
「
時
事
」
を
伝
達
す
る
へ
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
の
機
能
も
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
-
あ
る
な
ら
ば
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
'
万
暦
後
期
と
い
う
明
末
に
さ
し
か

か
っ
た
変
動
期
に
生
じ
た
複
雑
な
社
会
様
相
を
、
他
の
時
事
小
説
に
先
駆
け
て
、

も
う
l
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



い
ち
早
-
体
現
し
た
作
品
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
・
・
本
論
文
は
'
平
成
19
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
(
課
題
番
号

1
9
-
6
9
1
3
)
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
l
部
で
あ
る
。

注(
-
)
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
は
'
京
都
大
学
所
蔵
本
と
尊
経
閣
所
蔵
本
の
二
本
の

み
伝
存
す
る
。

本
論
で
は
京
大
人
文
研
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
京

大
本
の
写
真
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
京
大
本
を
影
印
し
た
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本

小
説
集
成
』
を
主
に
使
用
し
た
。

(
2
)
こ
の
棲
真
斎
名
衛
逸
狂
が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
後
叙
」
に
「
棲
真
斎
玄
亮

子
譲
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
言
に
『
征
播
奏
捷
伝
』
を
編
著
し
た
と
書
か

れ
る
「
玄
真
子
」
と
同
l
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
o

(
3
)
現
在
の
貴
州
省
道
義

(
4
)
六
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
は
'
礼
へ
楽
へ
射
、
御
、
書
、
数
が
集
の
名
前
と
し
て
つ
い
て
い

る
。

ま
た
へ
百
回
と
い
う
回
数
で
あ
る
が
'
実
際
に
は
二
回
で
1
回
の
形
式
に
な
っ
て

お
-
、
小
説
の
本
文
は
全
部
で
四
十
九
回
で
あ
る
。

残
る
第
九
十
九
回
と
第
百
回
に
は

そ
れ
ぞ
れ
へ
「
逸
狂
賛
頃
平
播
詩
」
へ
「
翰
林
川
貴
用
兵
議
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
射
集
第
三
巻
第
三
十
一
、
三
十
二
回
に
挟
ま
れ
る
「
焚
参
将
詰
無
引
私
塩
」
挿
絵

の
右
半
菓
右
肩
上
に
'
「
汝
南
王
臣
会
」
と
の
刻
工
名
が
見
え
る
。

(
6
)
陳
大
鹿
『
明
代
小
説
史
』
第
五
編
p
p
.
6
3
4
所
載
の
表
参
照
。

(
7
)
『
皇
明
惰
文
備
史
』
(
北
京
図
書
館
古
本
珍
本
叢
刊
第
八
輯
)
所
収
。
無
名
氏
の
著

で
あ
る
が
'
一
日
単
位
で
の
詳
細
な
軍
行
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
従
軍
者
も

し
-
は
そ
の
近
者
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
8
)
『
四
庫
全
書
布
目
叢
書
』
史
部
雑
史
類
五
〇
(
中
山
図
書
館
本
影
印
)
へ
及
び
『
叢

書
集
成
新
編
』
所
収
。

李
化
龍
は
総
督
湖
広
川
貴
軍
務
兼
巡
撫
四
川
と
し
て
鎮
圧
軍

を
率
い
た
。

(
9
)
『
明
代
史
籍
嚢
刊
』
所
収
へ
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
影
印
『
両
朝
平
凍
録
』

(
S
)
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
五
「
別
史
類
」
は
、
「
郭
子
章
『
幣
中
平
播
始
末
』
三
巻
」
に

作
る
。

:
s
)
『
明
史
』
二
四
七
「
劉
鍵
伝
」
に
よ
れ
ば
、
雲
南
の
継
栄
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
際
へ

雲
南
巡
撫
の
劉
世
曾
は
う
雲
南
の
監
司
で
あ
っ
た
程
正
誼
と
鄭
壁
に
命
じ
て
'
継
栄

ら
の
反
乱
軍
に
当
た
ら
せ
'
同
時
に
、
解
官
さ
れ
て
需
益
に
来
て
い
た
劉
艇
を
も
用

い
て
反
乱
軍
を
平
定
し
た
と
い
う
。

こ
の
劉
艇
は
'
後
に
楊
応
龍
討
伐
で
功
績
を
挙

げ
た
将
軍
で
あ
-
、
こ
こ
か
ら
、
程
正
誼
は
、
楊
応
龍
討
伐
に
従
軍
し
た
1
将
で
あ

っ
た
か
、
少
な
-
と
も
応
龍
討
伐
軍
に
従
軍
し
て
い
た
者
達
か
ら
詳
し
い
情
報
を
得

ら
れ
る
立
場
に
い
た
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
2
)
鍾
奇
と
『
播
事
述
』
に
関
し
て
は
待
考
。

(
2
)
注
6
陳
大
康
前
掲
書
p
p
.
6
4
2
は
へ
こ
の
「
平
話
」
が
『
征
播
奏
捷
伝
』
で
あ
る
と

解
釈
す
る
。

し
か
し
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
で
は
李
化
龍
、
郭
子
章
両
者
の
登
場
回
数

自
体
が
非
常
に
少
な
い
上
に
'
郭
千
草
を
称
賛
す
る
語
は
見
え
る
が
、
か
え
っ
て

「
左
裡
化
龍
」
を
し
て
い
る
部
分
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
と

こ
の
「
平
話
」
は
同
l
書
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
.

(
2
)
明
嵩
暦
間
、
播
州
宣
慰
便
楊
雁
龍
叛
へ
郭
子
章
巡
撫
貴
州
へ
輿
李
化
龍
同
討
平
之
。

化
龍
時
巡
撫
四
川
、
進
総
督
四
川
へ
湖
贋
へ
貴
州
軍
務
。

事
平
'
化
龍
有
『
平
播
全

書
』
之
作
。

其
後
二
二
武
弁
造
化
平
話
へ
以
播
事
仝
掃
化
龍
一
人
之
功
。

子
章
不

/

平
へ
作
『
平
播
始
末
』
二
巻
以
桝
其
評
。

糠
此
'
知
明
人
於
時
事
亦
有
平
話
也
O

(
S
)
『
明
史
』
二
四
七
「
李
応
祥
伝
」
に
よ
れ
ば
'
万
暦
二
十
八
年
に
応
龍
討
伐
に
お

い
て
失
策
を
し
た
貴
州
総
兵
官
の
童
元
鋲
に
か
わ
-
、
李
化
龍
の
推
挙
で
新
た
に
貴

州
総
兵
官
に
充
て
ら
れ
'
同
年
六
月
の
海
龍
国
攻
略
に
お
い
て
功
績
を
挙
げ
た
武
将
。

『
征
播
奏
捷
伝
』
に
も
そ
の
名
前
が
見
え
る
。

(
2
)
こ
の
『
平
播
』
伝
奇
は
、
そ
の
内
容
が
李
応
禅
の
功
績
を
過
度
に
称
賛
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
へ
先
に
挙
げ
た
「
平
話
」
や
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
と
も
違
っ
た
作
品
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。



(
5
)
『
征
播
奏
捷
伝
』
は
、
楊
応
龍
の
乱
に
つ
い
て
報
告
す
る
文
表
や
、
楊
応
龍
が
朝

廷
に
奏
上
し
た
表
詞
、
捕
縛
さ
れ
た
楊
1
族
に
よ
る
供
述
な
ど
を
掲
載
L
t
そ
れ
を

『
平
播
事
暑
』
(
一
部
『
征
播
事
略
』
と
表
記
)
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
、
双
行
小
字

注
で
明
記
す
る
。

1
方
、
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の

影
印
本
に
付
さ
れ
る
摩
可
斌
の
前
言
で
は
へ
こ
の
『
平
播
事
暑
』
こ
そ
が
'
李
化
龍

の
『
平
播
全
書
』
で
あ
る
と
す
る
が
'
『
平
播
事
略
』
に
載
っ
て
い
る
筈
の
'
楊
応

龍
の
表
詞
や
楊
氏
一
族
の
供
述
が
、
李
化
龍
の
『
平
播
全
書
』
に
は
見
あ
た
ら
な
い

事
か
ら
'
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
引
用
す
る
『
平
播
事
略
』
と
李
化
龍
『
平
播
全
書
』

は
同
一
書
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
0

(
2
)
『
征
播
奏
捷
伝
』
の
基
本
的
な
骨
格
は
、
史
実
を
追
う
も
の
で
あ
る
が
'
方
術
を

用
い
て
霧
を
お
こ
す
虚
構
性
に
富
ん
だ
話
や
、
応
龍
の
蓑
田
氏
と
そ
の
族
兄
の
密
通

を
潤
色
し
た
娯
楽
性
に
富
ん
だ
話
等
が
、
随
所
に
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
。

(
2
)
『
明
史
』
二
三
五
「
王
億
完
伝
」

(
2
0
)
田
中
正
俊
「
民
変
・
抗
租
奴
変
」
(
筑
摩
書
房
『
世
界
の
歴
史
』
十
1
'
一
九
六

二(
S
3
)
『
翰
園
別
集
』
巻
第
一
「
楊
氏
家
伝
」
‥
「
黄
道
太
原
人
へ
輿
(
棉
)
端
鵠
同
族
。

其
父
充
贋
、
乃
宋
贈
大
師
中
書
令
業
之
曾
孫
'
美
川
刺
史
充
本
州
防
禦
使
延
那
(
延

昭
)
之
子
.

嘗
持
節
贋
西
へ
輿
昭
通
譜
。

昭
無
子
へ
充
贋
鞍
貴
遷
寛
之
後
。

自
是
守

播
者
へ
皆
業
之
子
孫
也
。

-
(
中
略
)
-
、
(
貴
達
)
生
三
子
、
光
震
、
光
条
へ
光

明
。

.

.

.

(
中
略
)
-
I
(
光
震
)
生
五
子
、
文
贋
、
文
京
、
文
錫
、
文
責
へ
文
宣
.

」

(
『
宋
演
全
集
』
所
収
)

(
S
)
『
幣
記
』
巻
五
十
七
「
故
宣
慰
列
伝
・
播
州
楊
氏
」
(
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢

書
』
史
部
、
地
理
類
、
4

3
)

(
c
o
)
こ
の
ほ
か
へ
『
萄
中
広
記
』
巻
一
二
十
七
、
『
万
暦
武
功
録
』
巻
六
「
楊
応
龍
伝
下
」
も

『
西
園
見
聞
録
』
巻
七
十
一
な
ど
に
も
へ
こ
の
説
の
記
載
が
見
え
る
。

万
暦
二
十
一
年
自
序
の
劉
元
卿
『
賢
突
編
』
巻
三
に
、
「
沈
屯
子
惜
友
人
市
へ
聴

打
談
者
説
楊
文
麿
園
困
柳
州
城
中
。
」
と
あ
-
、
万
暦
中
後
期
の
巷
間
で
、
楊
文
広

が
柳
川
城
で
囲
ま
れ
る
講
談
が
語
ら
れ
て
い
た
と
の
言
及
が
あ
る
事
も
、
そ
の
証
左

と
な
る
だ
ろ
う
。

l
c
¥
i
)
注
2
0
前
掲
田
中
論
文
や
夫
馬
進
訳
注
「
-
明
末
清
初
の
都
市
暴
動
」
(
『
中
国
民
衆

叛
乱
史
』
4
'
一
九
八
三
)
な
ど
。

/
t
o
¥
岸
本
美
緒
『
明
清
交
替
と
江
南
社
会
』
、
一
九
九
九
。
初
出
『
歴
史
学
研
究
』
五

七
三
号
、
一
九
八
七
。

I
I
N
]
I
以
上
は
筆
者
に
よ
る
要
約
で
あ
-
'
原
文
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
い
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。

(
8
)
『
雲
間
拠
目
抄
』
巻
三
「
記
祥
異
」

I
c
m
;
宋
林
澄
『
九
答
別
集
』
「
葛
道
人
伝
」

(
c
o
大
木
康
「
明
末
江
南
に
お
け
る
出
版
文
化
の
諸
相
-
初
期
大
衆
伝
達
社
会
の
成
立
」

(
同
氏
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』
へ
二
〇
〇
四
)
の
指
摘
に
お
う
。

(
5
5
)
曹
家
駒
『
説
夢
』
、
章
有
謀
『
景
船
斎
雑
記
』
巻
下

(
c
s
l
¥

v
c
o
)
『
民
抄
董
官
事
実
』
「
府
学
申
覆
埋
刑
庁
公
文
」
へ
「
十
五
十
六
民
抄
重
富
事
実
」

m
i
倭
国
合
二
書
之
所
述
事
蹟
、
敷
演
其
義
、
而
以
通
俗
命
名
、
令
人
之
易
暁
也
。

(
3
)
即
未
必
言
言
中
家
'
事
事
協
真
、
大
抵
皆
彰
善
揮
悪
、
非
恨
設
一
種
孟
浪
議
論
、

以
惑
世
誰
民
。

孟
期
張
天
威
干
塞
外
、
重
大
戒
干
城
中
、
裸
姉
娘
、
振
士
気
、
便
世

之
鵠
土
酋
者
、
不
敢
正
視
天
朝
、
安
常
守
職
、
無
蹟
前
車
之
覆
轍
云
耳
。

(
8
)
井
上
進
「
書
籍
業
界
の
新
紀
元
」
(
同
氏
『
中
国
出
版
文
化
史
』
、
二
〇
〇
二
)
へ

大
木
康
「
明
末
江
南
に
お
け
る
書
籍
出
版
の
状
況
」
(
注
3
0
前
掲
同
氏
著
書
)

(
8
)
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
こ
う
し
た
切
り
貼
り
編
集
に
際
し
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
小
説
の

ど
の
版
本
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
追
求
す
る
こ
と
は
'
本
稿
の
直
接
の
目
的
か
ら
外

れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
は
述
べ
な
い
o
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
編
集
の
際
に
使

用
し
た
版
本
の
詳
細
な
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
も
う
け
て
改
め
て
論
ず
る
予
定
で

あ
る
。

(
S
o
)
『
両
朝
平
撰
録
』
巻
五
の
記
述
に
よ
れ
ば
'
楊
応
龍
が
田
氏
の
密
通
相
手
と
し
て
疑

っ
た
の
は
、
田
氏
の
族
兄
で
は
な
-
'
応
龍
の
族
弟
で
あ
る
楊
継
龍
だ
っ
た
と
い
う
。

(
0
0
¥
字
句
調
査
の
結
果
、
『
征
播
奏
捷
伝
』
が
借
用
す
る
『
水
前
伝
』
の
詩
詞
餅
語
は
'

現
存
の
諸
版
本
の
う
ち
へ
容
与
堂
本
系
統
の
も
の
と
の
一
致
率
が
最
も
高
か
っ
た
た

時
事
小
説
『
征
播
奏
捷
伝
通
俗
演
義
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
　
-
　
も
う
一
つ
の
「
楊
家
将
」
物
語
(
松
浦
)



め
'
以
下
『
水
瀞
伝
』
の
詩
詞
餅
語
は
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
北
京
図
書
館
蔵

容
与
堂
本
か
ら
引
用
し
た
。

ま
た
、
容
与
堂
本
の
成
立
は
万
暦
三
十
八
年
で
あ
る
が
、

『
征
播
奏
捷
伝
』
所
引
の
詩
詞
群
語
が
こ
の
系
統
と
の
一
致
率
が
最
も
高
い
事
か
ら
'

『
征
播
奏
捷
伝
』
が
編
ま
れ
た
万
暦
三
十
一
年
に
は
'
容
与
堂
本
の
前
身
に
近
い
版

本
が
存
在
し
て
い
た
事
が
想
定
さ
れ
る
。

(
8
)
三
台
館
『
新
刻
皇
明
開
運
輯
略
武
功
名
世
英
烈
伝
』
六
巻
本
の
王
少
准
挿
絵
(
本

論
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
比
較
に
用
い
た
)

金
陵
継
志
斎
明
万
暦
二
十
六
年
序
刊
重
校
『
琵
琶
記
』
四
巻
四
十
二
酌
の
荘
耕
挿

絵
(
本
論
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
比
較
に
用
い
た
)

Hi 八




